職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
国内大手航空会社の客室乗務員として約◯年間、国内線および北米・欧州・アジア路線に乗務し、エコノミーからビジネスクラスまでの機内サービスを担当してきました。保安要員として年次の緊急脱出訓練と救護手順の確認を継続し、機内の急病人対応や乱気流時の客室保安にも従事しています。直近約◯年はチーフパーサーとして◯名編成のブリーフィング進行と業務分担を担い、到着後の申し送り書式を整えて次便への引き継ぎ漏れを抑える運用に取り組みました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：国内大手航空会社（国内線・国際線を運航、保有機材約◯機）の客室乗務部門
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：キャビンアテンダント・客室乗務員
【担当業務】
・国内線および北米・欧州・アジア路線の客室乗務（月間約◯便／乗務時間約◯時間）
・エコノミー・プレミアムエコノミー・ビジネスクラスでのミール、ドリンク、免税品販売を含む機内サービス
・保安要員としての出発前保安点検、非常用装備品の確認、急病人発生時の一次対応と機長への報告
・チーフパーサーとして◯名編成のブリーフィング進行、担当ポジションの割り振り、到着後の申し送り作成
・新人乗務員のOJT担当（年間約◯名）および社内サービス研修のアシスタント
【実績】
・ビジネスクラスの提供順が便ごとに異なり引き継ぎに時間がかかっていたため、ギャレー内の作業手順メモを統一様式に作り直し、同一路線の乗務クルーへ共有。ブリーフィングでの確認時間を短縮し、遅延便でも提供完了までの流れを保てるようになった
・機内で急病のお客様が発生した際、救護手順に沿って一次対応と機内アナウンスによる医療従事者の呼びかけを行い、地上の医療相談窓口および機長との情報共有を担当。降機後の引き継ぎまで記録を残し、以降の同様事例の対応手順として社内で共有された


■活かせる経験・知識・スキル
・乗務機材：B777-300ER／B787-9／A350-900
・機内サービス：クラス別ミール・ドリンク提供、免税品販売、機内備品管理
・保安業務：年次の緊急脱出訓練受講、AED・応急用装備品の取り扱い、出発前保安点検
・語学：英語（機内アナウンス、お申し出対応）／中国語（基本的な接客会話）
・クルーマネジメント：ブリーフィング進行、ポジション割り振り、新人OJT指導
■資格
・TOEIC ◯点（20XX年X月）
・普通救命講習修了（20XX年X月）
■自己PR
限られた時間と空間の中で、優先順位を判断しながら客室全体を動かす調整力が強みです。満席便で機内食の搭載数に不足が生じた際は、客室前方から順に代替メニューの説明と提供順の入れ替えを指示し、コックピットと地上係員へ状況を共有して、降機時のお申し出対応まで一貫して引き継ぎました。貴社でも路線特性やお客様の構成に応じて客室内の役割分担を組み立て、定時性と接客品質の両方を守る乗務を続けたいと考えています。
以上
